
 

 

慢性の痛みに関する検討会 開催要綱(案) 

 

 

 

１．概要 

近年、人口構造や疾病構造の変化により、慢性疾患を対象とする対策の重要性が高

まっている。こうした状況の中、これまで厚生労働省においては、生活習慣病や難治

性疾患、腎疾患、リウマチ・アレルギー疾患等の対策が推進されてきた。しかしなが

ら、必ずしも具体的な対策の対象となっていない慢性疾患も存在するため、本年「慢

性疾患対策の更なる充実に向けた検討会」を実施し、その中で、系統的な取組がなさ

れていない代表的疾患として、筋・骨格系及び結合組織の疾患等が挙げられたところ

である。 

筋・骨格系及び結合組織の疾患を中心とする「慢性の痛み」を来す疾患は、疾病を

有する者のＱＯＬの著しい低下につながり、就労困難をまねくなど、社会的損失も大

きい。 

以上のような背景及び問題意識のもと、「慢性の痛み」を取りまく課題を整理し、

今後の対策のあり方に資するための検討を、厚生労働省健康局長の下、有識者の参集

を求めて行う。 

 

 

２．検討事項 

（１）「慢性の痛み」をとりまく課題について 

（２）「慢性の痛み」対策の今後のあり方について 

（３）その他  

 

 

３．構成員 

 別紙参照 

 

 

４．その他 

（１）検討会に座長を置く。 

（２）健康局長は、必要に応じ、構成員以外の有識者の参加を求めることができる。 

（３）検討会の事務局は厚生労働省健康局疾病対策課が務める。 

（４） 本要綱に定めるもののほか、その他検討会の運営に関して必要な事項は、検討

会において定める。 

 

 



別紙 
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